
- 1 -

恒
吉
薫
氏
作
成
「
高
等
学
校
国
語
教
科
書
『
万
葉
集
』
採
録
デ
ー
タ
」
に
つ
い
て

文
責

品
田
悦
一

二
〇
一
八
年
度
よ
り
、
上
代
文
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
集
「
会
員
の
研
究
成
果
」
欄
に
「
恒
吉

薫
氏
作
成
『
高
等
学
校
国
語
教
科
書
『
万
葉
集
』
採
録
デ
ー
タ
』
」
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー

タ
は
、
恒
吉
氏
が
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
超
域
文
化
科
学
分
科
に
提
出
し
た
二
〇
一
七
年
度
卒
業

論
文
「
国
語
教
材
と
し
て
の
『
万
葉
集
』
―
―
戦
後
の
高
等
学
校
国
語
教
科
書
を
通
し
て
―
―
」
の
付
帯

資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
一
覧
表
の
形
式
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
情
報
量
が

膨
大
で
印
刷
資
料
と
し
て
の
提
出
に
無
理
が
あ
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
す
る
方
法
を
採

っ
た
の
で
す
が
、
広
く
上
代
文
学
・
国
語
教
育
の
研
究
に
資
す
る
有
益
な
資
料
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
後

々
ま
で
公
開
を
続
け
る
よ
う
慫
慂
し
、
同
氏
の
同
意
を
得
た
次
第
で
す
。

恒
吉
氏
は
上
代
文
学
会
の
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
デ
ー
タ
は
、
会
員
で
あ
る
私
の
指
導
の
も
と

に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
「
会
員
の
研
究
成
果
」
に
準
ず
る
取
り
扱
い
が
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
、
二

〇
一
八
年
四
月
の
常
任
理
事
会
に
諮
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

同
デ
ー
タ
は
自
由
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
が
、
使
用
目
的
は
学
術
研
究
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
同

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
論
文
を
作
成
し
た
り
、
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
恒
吉
薫
氏
作
成

「
高
等
学
校
国
語
教
科
書
『
万
葉
集
』
採
録
デ
ー
タ
」
を
利
用
し
た
む
ね
を
当
該
論
文
ま
た
は
発
表
資
料

に
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
も
付
記
）
。
な
お
、
も
し
同
デ
ー
タ
中
に
誤
り
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
、
誤
り
と
判
断
さ
れ
る
根
拠
と
な
る
も
の
（
文
献
の
コ
ピ
ー
等
）
と
と
も
に
、

上
代
文
学
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

左
記
の
注
意
書
き
を
熟
読
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
の
性
質
を
正
確
に
理
解
し
た
う
え
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
調
査
対
象
と
調
査
方
法
に
つ
い
て
】

一
、
戦
前
（
含
戦
中
）
の
国
語
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
旧
制
中
学
校
お
よ
び
高
等
女
学
校
で
使
用
さ
れ
た

検
定
済
教
科
書
の
う
ち
、
大
正
元
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
分
を
調
査
対
象
と
し
た
。

た
だ
し
、
調
査
の
範
囲
は
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
科
書
図
書
館
（
文
部
科
学
省
）
で
閲
覧
可
能
な
も

の
と
し
た
。
な
お
、
調
査
に
際
し
て
は
次
の
条
件
を
も
加
味
し
た
。

ア
、
『
万
葉
集
』
の
歌
自
体
が
教
材
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
を
対
象
と
し
、
評
論
等
の

文
章
に
引
用
さ
れ
た
も
の
は
対
象
に
含
め
な
い
。

イ
、
初
版
発
行
か
ら
一
年
以
内
に
修
正
版
が
発
行
さ
れ
た
場
合
は
、
後
者
の
み
を
調
査
対
象
と
す
る
。

一
‐
二
、
戦
前
の
国
語
教
科
書
の
う
ち
調
査
対
象
と
な
っ
た
も
の
の
内
訳
は
、
旧
制
中
学
校
用
八
八
点
、

高
等
女
学
校
用
七
五
点
で
あ
る
。
戦
前
の
教
科
書
は
保
管
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
欠
本
や
欠
冊
が
多

い
た
め
、
網
羅
的
な
調
査
は
望
め
な
い
状
態
な
の
だ
が
、
右
の
調
査
だ
け
で
も
全
体
の
傾
向
を
窺
い
知

る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

二
、
戦
後
の
国
語
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
二
年
か
ら
平
成
二
九
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
高
等
学
校

用
の
検
定
済
教
科
書
（
一
部
は
文
部
省
作
成
教
科
書
）
を
す
べ
て
調
査
対
象
と
し
た
。

二
‐
二
、
こ
の
う
ち
昭
和
二
五
年
か
ら
平
成
一
四
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
全
教
科
書
に

採
録
さ
れ
た
全
教
材
が
阿
武
泉
氏
「
全
教
材
リ
ス
ト
」
（
私
家
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
っ
て
こ
と
ご

と
く
調
査
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
間
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
こ
の
リ
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
、
万

葉
歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
す
べ
て
洗
い
出
し
た
う
え
で
、
ど
の
教
科
書
に
ど
の
歌
が
採
録
さ
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れ
て
い
る
か
を
再
調
査
し
た
（
右
の
リ
ス
ト
は
万
葉
歌
の
出
典
を
『
万
葉
集
』
と
記
す
だ
け
で
、
ど
の

歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
か
ま
で
は
記
し
て
い
な
い
）。

二
‐
三
、
「
全
教
材
リ
ス
ト
」
の
調
査
範
囲
外
で
は
、
昭
和
二
二
年
に
文
部
省
が
作
成
発
行
し
た
『
高
等

国
語
』
を
も
対
象
に
含
め
た
。

二
‐
四
、
同
じ
く
平
成
一
五
年
か
ら
二
九
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
『
高
等
学
校
用
教
科

書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
国
語
教
科
書
（
た
だ
し
、
表
現
・
現
代
文
に
関
す
る
科
目
は
除
く
）

を
す
べ
て
対
象
と
し
て
、
『
万
葉
集
』
が
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
逐
一
調
査
し
た
。
調
査
に
は
左
記

の
三
図
書
館
を
利
用
し
、
遺
漏
が
な
い
よ
う
心
が
け
た
。

Ａ
、
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
教
科
書
図
書
館

Ｂ
、
株
式
会
社
東
京
書
籍
敷
設
教
科
書
図
書
館

東
書
文
庫

Ｃ
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
図
書
館

調
査
に
際
し
て
は
次
の
条
件
を
も
加
味
し
た
。

ア
、
『
万
葉
集
』
の
歌
自
体
が
教
材
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
を
対
象
と
し
、
評
論
等
の

文
章
に
引
用
さ
れ
た
も
の
は
対
象
に
含
め
な
い
。

イ
、
初
版
と
改
訂
版
が
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
で
も
別
個
の
教
科
書
と
見
な
し
、
す
べ
て
調
査
対
象
と

す
る
。

ウ
、
発
行
済
み
の
教
科
書
が
出
版
社
の
統
廃
合
な
ど
の
事
情
で
別
の
出
版
社
か
ら
再
発
行
さ
れ
た
場

合
は
、
同
一
の
教
科
書
と
見
な
し
、
前
者
の
み
を
調
査
対
象
と
す
る
。

二
‐
五
、
以
上
の
条
件
の
も
と
に
調
査
し
た
教
科
書
は
、
平
成
一
四
年
以
前
の
も
の
が
四
九
六
点
、
平
成

一
五
年
以
降
の
も
の
が
一
二
三
点
で
、
合
計
六
一
九
点
に
の
ぼ
る
。

【
一
覧
表
の
符
号
等
に
つ
い
て
】

一
、
当
該
デ
ー
タ
は
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
四
つ
の
一
覧
表
か
ら
な
る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
自
の
パ
ソ
コ
ン
上
で
並
べ
替
え
・
検
索
等
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
戦
前
・
戦
後
と
も
、
全
教
科
書
に
「
通
し
番
号
」
が
振
っ
て
あ
る
（
一
覧
表
の
Ａ
欄
）
。
こ
れ
は
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
教
科
書
一
点
ご
と
に
振
っ
た
番
号
で
あ
る
。

三
、
戦
後
の
教
科
書
の
一
覧
表
に
は
「
デ
ー
タ
番
号
」
が
振
っ
て
あ
る
（
一
覧
表
の
Ｂ
欄
）
。
こ
れ
は
、

「
全
教
材
リ
ス
ト
」
に
従
っ
て
単
元
ご
と
に
振
っ
た
番
号
で
あ
る
。
同
じ
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
て

も
、
単
元
が
異
な
る
場
合
は
別
々
の
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。

四
、
戦
後
の
教
科
書
は
学
習
指
導
要
領
の
改
正
を
目
安
に
八
期
に
区
分
し
て
あ
る
（
一
覧
表
の
Ｃ
欄
）
。

そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
期
間
に
つ
い
て
は
左
で
別
途
説
明
す
る
。

五
、
戦
後
の
教
科
書
は
編
者
・
書
名
等
を
省
き
、
発
行
者
の
略
号
と
発
行
者
番
号
・
教
科
書
番
号
に
よ
っ

て
同
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
一
覧
表
の
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
欄
）
。

六
、
各
教
科
書
に
再
録
さ
れ
た
万
葉
歌
の
国
歌
大
観
番
号
（
旧
番
号
）
が
「
採
録
歌
番
号
」
欄
に
列
記
さ

れ
て
い
る
（
戦
前
の
旧
制
中
学
校
・
高
等
女
学
校
で
は
Ｇ
以
下
、
戦
後
の
第
一
期
～
第
六
期
、
第
七
・

第
八
期
で
は
Ｈ
以
下
）
。
そ
の
配
列
は
番
号
の
若
い
順
で
は
な
く
、
教
科
書
に
お
け
る
掲
載
順
と
し
て

あ
る
。

【
戦
後
の
教
科
書
の
時
期
区
分
と
当
該
期
間
に
発
行
さ
れ
た
教
科
書
、
お
よ
び
科
目
名
】

《
第
一
期
》
高
等
学
校
用
学
習
指
導
要
領
の
な
か
っ
た
時
期
。
昭
和
二
六
年
以
前
発
行
の
九
点
、
採
録
万
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葉
歌
の
べ
二
〇
五
首
。
科
目
名
「
国
語
（
甲
）
」
。

《
第
二
期
》
昭
和
二
六
年
度
版
・
三
一
年
度
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
昭
和
二
七
～
三
七
年

発
行
の
一
〇
〇
点
、
採
録
万
葉
歌
の
べ
四
七
二
三
首
。
科
目
名
「
国
語
（
甲
）
」
「
国
語
（
乙
）
」
。

《
第
三
期
》
昭
和
三
五
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
昭
和
三
八
～
四
七
年
発
行
の
一
二
五
点
、

採
録
万
葉
歌
の
べ
二
七
九
九
首
。
科
目
名
「
古
典
甲
」「
古
典
乙
Ⅰ
」「
古
典
乙
Ⅱ
」
。

《
第
四
期
》
昭
和
四
五
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
昭
和
四
八
～
五
六
年
発
行
の
五
七
点
、

採
録
万
葉
歌
の
べ
一
四
九
四
首
。
科
目
名
「
古
典
Ⅰ
甲
」「
古
典
Ⅰ
乙
」
「
古
典
Ⅱ
」
。

《
第
五
期
》
昭
和
五
三
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
昭
和
五
七
～
平
成
五
年
発
行
の
一
一
三

点
、
採
録
万
葉
歌
の
べ
一
六
五
六
首
。
科
目
名
「
国
語
Ⅰ
」
「
国
語
Ⅱ
」
「
古
典
」。

《
第
六
期
》
平
成
元
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
平
成
六
～
一
四
年
発
行
の
九
二
点
、
採
録

万
葉
歌
の
べ
一
〇
二
六
首
。
科
目
名
「
国
語
Ⅰ
」「
国
語
Ⅱ
」「
古
典
Ⅰ
」「
古
典
Ⅱ
」。

《
第
七
期
》
平
成
一
一
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
平
成
一
五
～
二
五
年
発
行
の
六
四
点
、

採
録
万
葉
歌
の
べ
五
一
四
首
。
科
目
名
「
国
語
総
合
」「
古
典
」
。

《
第
八
期
》
平
成
二
一
年
版
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
時
期
。
平
成
二
六
～
二
九
年
発
行
の
五
九
点
、

採
録
万
葉
歌
の
べ
四
九
六
首
。
科
目
名
「
国
語
総
合
」「
古
典
Ａ
」「
古
典
Ｂ
」
。

【
備
考
】

一
、
各
期
の
年
数
・
教
科
書
発
行
点
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
各
期
に
お
け
る
教
科
書
一
点
あ
た
り

の
『
万
葉
集
』
採
録
数
は
、
採
録
状
況
を
知
る
た
め
の
お
お
ま
か
な
目
安
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
数
値

を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

第
一
期
…
…
二
二
・
八
首
、
第
二
期
…
…
四
七
・
二
首
、
第
三
期
…
…
二
二
・
四
首
、
第
四
期
…
…

二
六
・
二
首
、
第
五
期
…
…
一
四
・
七
首
、
第
六
期
…
…
一
一
・
二
首
、
第
七
期
…
…
八
・
〇
首
、

第
八
期
…
…
八
・
四
首
。

二
、
戦
前
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
は
昭
和
六
年
に
大
幅
な
改
正
が
な
さ
れ
、
上
古
文
の
取
り
扱
い
が
大

き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
を
目
安
に
戦
前
の
教
科
書
を
昭
和
五
年
以
前
と
六
年
以
後
に
二
分
し
、
戦
後
に

つ
い
て
は
上
記
の
八
期
区
分
に
従
っ
て
、
つ
ご
う
一
〇
期
に
つ
い
て
、
頻
繁
に
採
録
さ
れ
た
万
葉
歌
を

観
察
す
る
と
、
種
々
興
味
深
い
変
化
が
指
摘
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
各
期
を
通
じ
一
度
で
も
上
位
二

〇
首
に
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
国
歌
大
観
番
号
を
列
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

八
、
一
五
、
一
六
、
二
〇
、
二
一
、
二
八
、
二
九
、
三
〇
、
三
一
、
三
八
、
三
九
、
四
八
、
一
〇
五
、

一
三
一
、
一
三
二
、
一
三
三
、
一
四
二
、
二
五
〇
、
二
六
六
、
三
一
七
、
三
一
八
、
三
二
八
、
三
三

七
、
三
三
八
、
三
七
五
、
四
一
六
、
八
〇
二
、
八
〇
三
、
八
九
二
、
八
九
三
、
九
一
九
、
九
二
四
、

九
二
五
、
九
七
八
、
九
九
六
、
一
〇
一
八
、
一
〇
八
八
、
一
四
一
八
、
一
四
二
四
、
一
六
三
九
、
一

七
九
一
、
三
三
七
三
、
三
三
九
九
、
三
七
二
四
、
四
一
三
九
、
四
一
六
四
、
四
一
六
五
、
四
二
九
〇
、

四
二
九
一
、
四
二
九
二
、
四
三
二
二
、
四
三
二
八
、
四
三
四
六
、
四
三
七
三
、
四
四
〇
一
、
四
四
二

五
、
四
四
六
五
、
四
四
六
六
、
四
四
六
七
。（
以
上
五
九
首
）


